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　近年、乳幼児の突然死について、 世の中の関心が高ま

ってきているが、我が国においては、これらについての

調査が全くなされていないのが現状である。とくに、予

防接種の揚や、集団保育の場において、突然死が発生す

ると、その民蛮的刑礁的及び道義的資任の所在につい

て、医師、保母、矯護婦及び母親などは、困惑してしま

うのが現状である。

　脊るがえって、外国における乳幼児の突然死の報告を

みると、DenmarkにおけるP，Geertingerの単行本n

（ミ“4denDeathinlnf4Pρy）アメリカのBeyg毎a那

BeckmithにょるSudde血lnfantDeathSyndrome31
の単行本をはじめ・R．Str亙mer　et　aL31によるアメリヵ

のクリーブラソドでの疫学報告・最近ではP・Froggatt

etaL（1971）4〕によるゴヒアイルラソドにおげる、疫学

など非常に精密な報告があるのに比べて、我が国の報告

はCase　Report的なものが多く、頻度に関するものは

みあたらない。そこで我々は、我が国における勤児の突

然死の頻度に関する調査を行な？た。

　1）乳幼児の健康調査と保健指導を定期的に行なって

いる病院に調査を依頼して集計する。

2）騨犀が臨床哩揚奪描ρケ略軸つかう
揚合にはどのように処理しているかを調査する。

　3）保健所における乳児の突然死の調査；即ち昭和42

年度東京都及び大阪市の保健所で行なった乳児死亡例の

分析表を用いて、渡辺清綱が分担して頻度調査を行なっ

た。

ここで我々は、・突然死・とは次のように定義した。

①一見元気㌍みえたものか、又は最後の疾患が致死

　的にみえないものが

　a）死亡している状態でみつかったとき

　b）死亡しかかった状態でみつけて、病院に善くま

　　でに死亡したか、又は入院治療をうけて、48時間

　　以内に死亡したもの

②　生後8日目から小学校入学前までの小児　

③交通事故、溺死などの事故死は入らない。しかし

　死亡しそうにない基礎疾患があう例に含めても良

　い。吐物吸引による死亡例は含める。

調査方法

　1）病院の保健指導の場における乳幼児の突然死の調

査研究

　都市において健康相談を実施している病院、愛育病院

（保健指導部長　松島富之助）日赤産院（副隣長兼小児

科部長　森田清博土）日赤中央病院（副院長兼小児科部

長　神前章雄博士）都立築地産院（小児科部長 藤井と

し博士）都立母子保健院（院長　村田文也博士）聖加路

国際病院（小児科医長　西村昂三博士）め計6病院の小

児科降豪に第1課の如きアンケートを送って、乳幼児の

突然死の実蝉調奪と頻摩調李を行なった。

　2）開業医の現場における乳幼児の突恭死興り分析

　臨床小児医学懇談会（責任者　塙賢二博士、 東京）は

約500人の臨床医を擁する臨床医の会であるが、そのう

ちの開業医4M人に対して第2表の如きアンケートを送

って）回答を求めた。
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1
　　　　　　第1表乳幼児の突然死についての調査

　　　　　　　　　　　　　　　o乳幼児の突然死の症例数

年 間
1生後8日筋満・鰍での微11歳・ヵ月・日～入学前までの微

昭和46年1月1日～L2月3L日
・1

例中 例1 例中 例

昭和菊年1月1日～12月3夏日 例中 例 例中 例

昭和44年正月1日～皇2日31日
1 例中 例 例中 例

1△突然死の頻度を箕定するうえの信頼度

突然死があった場合に全例を病院でキャッチできていますか

　　皇）．だいたいできている 　　・　　　　　　　3）　殆んどできていない

　　2）半数位はキャッチしていると思う　　　　4）全くできていない

2　その突然死の内容

症 例
1 i ［ 2 3 4 1 5 1 6 1 7 8

死亡年齢 歳　ヵ月　歳　ヵ月　歳　ヵ月　歳　ヵ月　歳　ヵ月　歳　ヵ月　歳　ヵ月　歳　ヵ月

性 別 男・女　 男・女　 男・女　 男・女　 男・女　 男・女　 男・女　 男・女

死亡年月 年月年月年月年月年月年月年月年月
出生順位
生・下時体重 9 ク ダ 9 ク ク 9 タ

乳の
児栄
期養

母乳
混 合

人工
発病から死亡まで

の状況の概略

解剖の有無　　　有。無　　有・無　　有・無　　有・無　　有・無　　有・無　　有・無　　有・無

病

院

所

見

診　 断’

所 　見

（備考）該当礁項を○でかこむか》するか、または記入して下さい。なお8例以上ありましたら適宜用紙を継ぎ足

　して下さい。　　’、 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　第2表乳幼児の突然死についてのアンヶ一ト調査
．1．　ごの2年間（昭和45年1月～昭和46年12月末日）に、上記號明したよ うな乳幼児め突然死の例を診察したこと

がありますか　・

　（1）ある

　（2）ない
　セ）』わからない（　　　　　一’　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　 ）

　　（以下は（1）の方だけ記入して“ただぎますジ　
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2．　その期間はいつですか

　　昭和　　　年　　　月　　　日から昭和　　　．年

3，その内容についておきかせ下さい。

月 日までの間です。

死亡年齢 1第1例歳ヵ月 1第2例歳 カ月 1第3例歳ヵ月 1第4例歳ヵ月
性　　　別 1　男女 1　男・女 ！　男女 男　　女

死亡年月、1 年　　　　月 1　年　月1　年　月 年　　　　月

出生順位
1 1 1

生下時体重 ［　　　㎏ 1　　　㎏ kg
㎏

乳児期の栄養

』母　乳 ［
混　合

人　工

発病から死亡
るまでの状
の概略

4・　これらの例についてどのように処理されましたか。

①　警察にとどけ東京都監寮医務院（又は

　　それは上記例のうち第1、2、3、4例である。

（2）その他の方法で処理した。

　　その内容

）で原因を確かめた。

5・　その時の診断はどうつけられましたか。

診　断　　名 第　i　例 第　2　例 第　3　例 第　4　例
（・）ぽっくり刷 1
（2）盤心臓弱1

（3）肺 炎 1 1 1
忽）その他の病矧 ■ 1
（備考）該当毒項をOでかこむかVするか、または記入して下さい。

　　　5例以上ありましたら適宜用紙を継ぎ足して下さい。

　3）　保健所における乳児の突然死の調査：

　昭和42年において、東京都（30保健所）取び大阪市

（20保健所）の保健所の管内の乳児死亡と栄養方決との

関係を分析したが、（班長　内藤寿七郎）その小票をも

とに保鰹婦による家庭訪問を行ない、保健、環境、発育

歴、死亡時の状況を調査して、突然死例の頻度とその児

の状況について分析した。なお、この調査においては生

後1ヵ月より満1歳までの乳児を対象とした。

調査成績

　〔1〕病院における乳幼児の突然死に関する調査、

　アマケートに答えた6病院のうち、新生児関係のみし

か扱わない都立築地産院と都立母子保健院の2癖院を除

く4病院（愛育、日赤中央、日赤産院、聖路加）の昭和

44年1月1日～昭和46年12月31日まさの集計は第3表の

通りである。

（エ）乳児においては、3年間に29，067例のうち2例のr
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第3表　四病院における乳幼児の突然死症例の頻変（昭和44年1月1日～46年12月31日まで）

病　　院　　名
生後8日目～　　　その間の
　皇歳までの例　　突然死例

　　　　　　　　　　　信　　頼　　度1歳0ヵ月0日～　　その間の　　（キャッチできてい
入学までの症例　突然死例　　　るもの）

日赤中央病院 2，994
0 1，744

O 半数位

日赤産・院 L8，794 1
一 一 殆んどできていない

聖路加病院 4，443
0 　（約90，0QO）

月約2，500）
1 半数位

児では　　93％

愛育病院 2，836 1 ？ O 皇6歳までは約ユo％

計
1 29，・671 21 11

突然死がみられた。（0．007％）しかし・全小児をよく

キャッチしているかのアソケートを見ると、愛育病院に

おいては、乳児は93％までキャッチしている。これに反

して、日赤中央病院と聖路加病院では、約半数、日赤産

院においセは、ほとんどキャッチできない点、乳児の突

然死はこの数値を上回ることは礁実であろう。

　（2）幼児の突然死については、数値を出したのは日赤

中央病院のみであり・他の病院では・キャッチされてい

ない。ただ愛育病院においては、比較的キャッチされて

いるが、乳児期ほ どのキャッチ率ではないので㍉ここに

幼児の定数をかかげることはできなかった。

　（3）愛育病院保健指導部における乳幼児の突然死調査

　①　調奮面における愛育病院の特性

　愛育病院においては・昭和33年1月から妊娠中よりの

記録が保健指導部において保管されている。これは出生

後から入学までの間に定期的に保健指導部を来訪させ・

健康相談に応ずる態勢をとっており、第4衷のように、

昭和43年6月調査で、受診率は、0歳児では90％以上、

2歳まで尋ま71％、　3歳までは52％、　4歳までは41％、、5

歳までは20％、6歳までは約10％のfollow　up率であ

る。現在では、年長児においては、更に高年の受診率を

示している。昭和47年3月末現在では、満1歳以上に達

したものは10，024例、47年3月までに入学したものは

5，714例に及んでいる。以上の点から0歳児についての

突然死の頻度は、信頼に値するもσと思われる。

　②乳幼児の突然死例

第4表　愛育病院保健指導における小児のfolbW　UP状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和43年6月調べ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）は1年間の平均受診回数

　　　　　　　　　　　　受診率（1糊量鐸差叢診者数×1・・）

年月

S．33，7

　～34．6
S．34． 7

　～35．6
S．35．7
　～呂6．6

S，36．7．
　～＄7．6

S．37，7

　～38，6
S．38．7

　～39．6
S～39。7

　～40．6
S，40，7
　～4夏．6

S．41．7

　～42．3

～L歳
％
　84i5（U，9）

87．0

90，5（　8．2）

89．皇

88，6（6．8）

90。2

80．7（　6．3）

91．5

9L．8（　5．9）

～2歳
％

48，6（　2．8）

54，5

56．6（　4，0）

57．0

60．5（　2．9）

63．4

　70．O（3．6）
（S．40．7～4皇．6）

71．皇（2．8）

～ 3歳
％

29．O（1．8）

32．5

26．0（皇．9）

26。4

42．0（　2．1）

　50．O
（S．39．7～40．3）

52，3（2．3）

～4歳
％
　16．1（夏．σ）

20、0

23．6（　1．9）

30，8

　 32．0（2，0）
（S．38ボ7～39．3）

41．5（2．O）

～5歳
％
　4．3（！，5）

14．9

13．5（1．9）

　20．8
（S．37．7～38．3）

20．0（里．フ）

～6歳
％3．真（1．7）

7．2

　　9．8（　夏．9）

（S．36，7～37，3）

　　9．4（1．9）
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　a）乳児；昭和33年7月～昭和47年3月31日までに満

1歳0カ月以上になった小児10，024例のうち、乳児期に

突然死をとげたものは7例であり、発生頻度は0．07％

（約1，400人に1人）となる。 しかし、follow　up率は

　　　　　　　7
約90％なゐで10，024例x9＝0，078％（約1，250人に1

　　　　　　　10
人）となる。

　b）1歳児の突然死例は、1例みられた。昭和47年3

月31日までに2歳以上を迎えた小児は10，024例一974例

＝9，050例であり、満2歳までのfoユ10wup率は約70％

なので母数は約6，335例となる。すなわち1歳代の突然

死の頻度は、 約6，300例に1例となる。

c）2歳児の突然死例は1例にみられた。頻度推定を、

行なうと、昭和47年3月31日までに3 歳以上を迎えた小

児は9，050例一897例＝8．153例となる。満3歳までの

fo110W　UP　率は約50％なので実数は約4，000例となる 。”

すなわち2歳代の突然死の頻度は約4，000例に1例とな

る。

　d）3歳～6歳児の突然死例は見られなかった。

③乳幼児の突然死の症例分析

乳幼児の突然死の例は第5衷に示した。

　　　　第5表 乳児の急死例（愛育病院　保健指導部）

満1歳以上児10，024例中7例死亡（男5　女2）　　　　（昭和33年7月～47年3月31日）

年蝿号隊 名陶1舞 下讐月謂亡劉

馨田轟…駕圏ii雛ll箒1調

死亡原囚（臨床診断）

d屋・康・1男1亀2・。醤、，．2917m23tI
窒　　息　　死 1司弩灘ミノレクがヤ

21舘・哲・1男1≧25・13a生重517m13tl
窒　　息　　死 1司窒　息 死0

31櫓・拓・1男匡・9・14鉱213m12tl （ミ案ク轟、て誓た） 1無1
歳 41高・伸Ol男1名84314鉱714m！・tI 窒　　息　　死 1有1繍と朧ミルぞを

児
51笠・拓・國名7・81鵜18！7m18tI 窒　　息　　死＊ 1無

61三・辛・1女1哉38・13蜘lgmI 窒　　息　　死 1有1不 r明

71坂・季・子1女1≧36114鼠2714m27tl 窒　　息　　死 1有1窒　息 死
1削 I　　　　　　　i　　I　　　　l　　　　I・　　　1 盾　　　叩原　因　不　明

（寝袋使月ヨ睡眠中）

1響難1解剖所見

1無1
原　因　不　明
（熱性けいれん） 1剰

＊大人のタオルケットを首に三重にまき？けて死んでいた

　a）年齢別＝乳児が7例、1歳児1例、2歳児1例、

計9例である。乳児のうち、3ヵ月1例、4ヵ月2例、

』7ヵ月3例、9カ月1例で7ヵ月児が比較的多かった

が、従来の報告が2～4ヵ月児が最も多いのに比べると

少し異なっている。

　b）性別：9例中男児は6例、女児は3例で、男児が

多いが、これは従来の欧米の報告と一致する。

　c）死亡季節＝冬季（12γ2月）が1例、春季（3～

5月）が3例、夏季（6～8月）が2例、秋季（9～11

月）が3例となっていて、各シーズンにまたがっていた

が、欧米の報告が冬に多いというのに比べると差異があ

る。

　d）生下時体重：9例のうち、低体重児は2例で、し

かもその程度は軽い点も従来の報告と異なっている。

　e）死亡原因：臨床診断では乳児はすぺてが窒息死

（7例）であり》幼児は原因不明（2例）である。

　f）解剖の有無・：解剖したものは、』9例中5例で、・あ

との4例は解剖していない。特に幼児の2例は、解剖し

ていない点、原因解開を著しく困難にしている6

　9）解剖の結果＝ミルクの吸引などによる気道の閉塞

がほとんどを占めていた。しかし、P，Geertingerは、

彼の経験した164例の乳児の突然死のうち・原因が分っ

たもの43例¢6．2％）死因が未確定のもの41例（25％）

あとの80例は（48，8％）全く死因が分らなかったとのべ

ているのに比べると検索の結果を更にくわしく分析せね

をまならなし、であろう。

　〔∬〕開業匿師への乳幼児の突然死例調査

　（1）返僑率：第2表のアソヶ一トを來京都及びその周

辺在住の開業医師へ414通発送した。返信のあったもの

は185通（返信率44．7％）であり、この他2通が住所不

明で返ってきた。（第6表）

（2）昭和45年1月～46年12月末日までの間に・乳幼児・

の突然死例を経験したとの報告は・ 185通のうち5通
（2，7％）であり、延件数は5件である。
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第6表乳幼児の突然死（開業医師向け調査）

　　　　　　　（昭和45年1月～46年12月末日）

報告者
判　明

報告者
不　明

計 ％

有

件
数1

41 q 512・7

延例桝
4i q 51

踏鰐外1
41 L1 5i

無　　件 数い21t57い78196・2

不明件剃
11

1r2い・L
計

生261 59い85い・…

回収率44．7錫（さしもどし2通）

　（3）突然死の分析（第7表）

　a）年齢別＝5働の’うち乳児3例、3歳児1例、4歳

児1副で乳敷多い・：乳児は・2～纐が 2例でやや

多く、他の1例は7カ月である。

b）性別：5例中、男児 4例・女児1例で男児に圧倒

的に多い点、従来の報告と一致する。

　c）死亡季節＝冬季2例、春季1例、秋季1例、不明

真例で、必ずしも冬に多いとは言えなかρ塵。

　d）生下時体垂＝5例のうち・不明のものが2例を占

め、そのうち1例だけ「小さかった」と表現している。

　e）死亡原因＝臨床診断では、窒息は工例（2ヵ月）

肺炎＋身体発育遅滞1例（3ヵ月）、環状動脈血栓症＋心

内膜炎1例（7カ月）、不明（急性心臓衰弱）1例（3

第了表突然死の分析
1 レ 2 1 3 4

一1 5

昭和45．i～ 陣5・3・24一 ・1昭和46・8・16嘉，9，251昭和45・5・8～46．2，皇

死群酬 61　日 3ヵ月 7ヵ月 3歳1 4歳1ヵ月

性 別 男 女 男 男 男

死亡年月 昭和45年1月 昭和45年3月 昭和46年， 昭和46年9月 昭和46年2月

駐順劇
生下時煙1

三男 第一子 第三子 第三子 第二子1 ［ し 1 1

亟1
3．0209

i、

2｝74・d 不　明 陣小ξう硫 　　　3，100ダ

栄養方法 母　乳 母 乳 人　工 人工 混　合

発　ま
病　で
か　の
ら　状
死　況
亡　の
す　概
る．略

親が夜中に目をさま栄養不良児・　　　急性熱性皮膚顎膜リ往診時既に死亡・　突然頭癌を訴え、意
　　　　　　　　食欲不振　　　　　ソバ腺症候群と臨床46．8」6初診、施設識混濁、直ちに来院
したら死んでいた 簗蝋否鞭昏畿懸＋，齢嬰鵬難繍欝
　　　　　　　　。夜、呼吸促進を来抗生剤ステロイド治25往診した時には死
　　　　　　　　し来診後24時間以内療中全く突然死亡し亡していた、死亡の
　　　　　　　　再来と同時に死亡　た　　　　　　　　原因や状況は、はっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き り分らない

処

警察に届け監察医務母親驚愕のため、そ警察→監察医務院

院へ　　　　　　のまま引きあげた

警察に届けたが調査
に来ただけで行政解
剖（一）8／16初診は
育児指導で充分回復
する程度の栄養失調

ルソバールせず

理

9《》狸及yノ木嚢大剃
あったが、．1回来
したのみ但しその
入院治療を受けた
いうこと

解剖の有無 ’　　　有 無 有 無 無

診『　断 吐乳による窒息 肺炎身体発育遅滞
環状動脈血栓症

内膜炎
不　　　　　明
急性心臓衰弱）

蜘蛛膜下出血？
内出血？

報皆医師名

豊島区西巣鴨　　　2－33－16

杉田　　博

北区上中里　　　1－L9－3

利子

不　　　明

東久留米市滝山　6－2－U－50皇

南方　純恵

世田谷区祖師ケ谷　　　3－7－5

本，政章
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歳）、及び蜘蛛膜下出血のうたがい1例（4歳）であ

る。しかし・このうち解剖したものは2例にすぎないと

いう点、死因の検討を行なう上に障害となった。

　〔皿〕保健所に届出た死亡診断書からの乳児の突然死

　　の頻度の算出一渡辺漕綱（神田保健所畏）

　1）調査対象は、52保健所で対象児590例に対して調

査できた数は、389例で66％にあたる。（第8衷）

まず発病より死亡までの日数が2日以内であらたもの

は、届出で103例あったが、調査の内容でそれ以前に発

病していたことが判明した2例を除くと101例であり・

調査できた総数の26．0％である。発病から死亡までが1

日以内が67例で17，2％、1～2日以内が34例で8，7％で

あった。

第9表　発病より死亡まで2日以内死亡児

発病より死亡ま

　　での日数総数 　夏日以内
病因

1日～
2日以内

総 数いQII、雛レ671、観国，鵬

辮楽鼻いもlnI1αglgD3・41215・9

呼難疾患14・139・612113L41皇9155・9

消化不良症1716・gI 11L51も1皇7・7

窒 息12212L8122132・8H

事　　故 死IuI1αgい・い4・gい1 2，9

構難割 1・lg・gl4『6・・16レ7・6

第8表　調査数及び発病より2日以内死亡児
第m表　昭和42年における出生数と新生児死亡数

1例数 ％

調査できた例数 389
100．0

2日以内の死亡児1 101
26．9

1日以内の死亡児1 67
L7．2

1日～2日以内の死
亡児一

34
8．7

　2）　この101例の死因は第9表の如く で、病名の疑わ

．しいもの、及び不詳のものの計は11例で10，9％であっ

た。その他は呼吸羅疾患40例で39．6劣、窒息22例で21．8

％、蛮故死11例で10．9％、先天性疾患があり、症釈が悪

化したもの工0例で9・7％・消化不良症7例で6，9％であっ

た。

　これを発病から死亡までの日数でみると、1日以内で

は窒息、泰故死がほぽ半数をしめ呼羅器疾患が3分の工

病名不詳は大部分が1日以内で、9例で13％となってい

る。1～2 日以内では呼吸器疾患が半数以上をしめ、消

化盟疾患が多くなっている。病名不詳は2例となってい
る。

　3）病名の疑わしいもの及び不詳の11例ついて調査時

の家族の申立てによれば・2例は窒息が疑われ、1例は

湯たんぽと毛布、ふとんのかけすぎによる事故死が疑わ

れる。1例は急性黛管支炎の病名で届出されているが、

家族は発病後3回、1日半の間に受診したが、はじめの

2回は大したことないといわれ、3回目受診中に死亡し

たと連べて芦り、剖検もしズいないので病名に疑間がも

たれる。さらに1例は栄難障害並びに海疹の病名である．

が、家殊のその時の蛮憐の申立てではこれが死因とは思

いにくい（第10表）。

　以上のことから11例中3例はいわゆる突然死から除外

協力保健所

束

京

神　　　田
中　　　央
　　芝
麻　　布
牛　　込
小　石　川
下　　　谷
向　　島
本　　所
品　　　川
蔓　　　原
目　　　黒

碑文谷
調　　布
梅　ケ　丘
渋　　　谷
中　　野
杉並 西

高　井戸
杉並東
豊島池袋
板橋東
　〃　 西

練　　 馬

石r神井
江　戸川
八　王　子
城　　　東
浦　　　田
八　　　丈

計

大阪市（22ヵ所）

総 計

出生数

　7Q3
1，互52

1，90里

　941
2，106’

2．428
皇，938

3，299
2，867
3，336
4，319
2，778

2，882
3，546

3，293
4，901

3，708

3，302

2，956
4．225
5，174
6，64真

3，728
5，906
4，837

6，649
8，436
3，848
4，531

　187

107，0i8

59，298

L66β16

』新生児
死亡数

2
8
12

4
24
26
夏8

30　
22　』
35

・29
20
2【

25
3Q
30
3夏

20
17

29
54
57
26
46
33

68．
57
32
37
12

855

226

正，081

し、2例は疑問ということ比なり、 いわゆる突然死ゐ例

は6学8例、調査総数に対し1．5～2．1％となる。突然死

は窒息22例の他にこの疑わしいものもふくめると、22例

→一85例＝307例となる

4）　乳児の母数＝

大阪市の22保健所と東京の30保健所における昭和42年
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第11表

1醜霰饒織に懸職存
鯨3・保噺い・乳・181 855い・臥163

撒市全羅所［5乳2981 22615卿2
調査出来た率

　東京　　　106，艮63×O．580＝6』575

』大阪市　　　59，072×0，771＝45，545

乳児の突然死の頻度

　　30XLOO（％）＝0．028％
　LO7，120

の出生児数と新生児（生後1ヵ月以内）死亡数は、第10

表の通りであるo

　すなわち、大阪市おおいては出生59，298名、東京30保

健所管内の出生児数は107，018名である。 その期間にお

ける新生児死亡数はそれぞれ226名、855名であるので、

これを引きだしたものはそれぞれ59，072名、106，163名

となる（第11表）

　ごれらをそれぞれ調査できたバーセソトは、大阪にお

いては77．1％束京は58％なので調査実数はそれぞれ

45，545名、61，575名となり、合計107，120名となる。

　5）乳児突然死の率は107，120名中30名であり3，571名

対1名の割合である。

　すなわち、約3，500名対1名（0．028％）となる。

結 論

　我が国における乳幼児の突然死の頻度を算定する目的

で、

　①　乳幼児のfo110w upを行なっている4病院（愛

育、日赤中央、日赤産院、聖路加病院）での昭和44年1

月1日～昭和46年12月31日までの間の該当例

　②愛育病院保健指導部でのfo110WUP例（昭和33

年7月1日～昭和46年3月末日までの間に満1歳以上に

達した10，024例）の中での該当例

　③小児科開業医（アソケート返信率44．7％）の該当

例に対する経験の有無とその揚合の処置、病名などにつ

いての分析を行なった

　④昭和42年に大阪市及び東京都の計52保健所で調査

した乳児死亡例（生後1カ月鯉満1歳〉のうち、保健婦

の家庭訪問により、．突然死と思われる症例を分析して頻

度を算定したる．

　　その結果

　〔1〕4病院における幼児の突然死は、29，067例中2

例 （0，007％）にすぎなかったが、1対象小児をよくキャ

ッチしているのは愛育病院（93％までキャッチ）のみ

で、他の病院では半数以下のキャッチ率であるので、こ

の数字はそのままには信頼できない。又、幼児の突然死

例は・聖路加病院の1例しかなかったうえに・母数は多

く信頼性がないので、幼児の突然死の頻度計算は不可能

であった。

　〔∬〕愛育病院における乳幼児の突然死の発生頻産

　（1）乳児10，024例のうち・7例が該当しているがfo・

1bW　UP率（約90％）から逆弊すると・乳児の突然死の

発生頻度は約0、078％（約1，250人に1人）となる。

　（2）　1歳児の該当例は1例あり、しいて頻度を算定す

ると（fol10WUP率約79％）約6，000人に1人となる。

　（3）　2歳児では同様の算定（fol1Qw　up率約50％）で

は約4，000人に1人となる。

　（4）　3～6歳児の該当例は工例もなかった。

　（5）乳幼児の突然死の分析＝（計9例）

　　①性別：男児が多い。

　　②季節：オールシーズソに分布し、冬に多いわけで

　　　　　はない◇

　　③低体重児は少なかった。

　　④死因＝乳児ではすべて窒息であり、幼児ではすべ

　　　　　て原因不明であるo

　　⑤解剖：したものは9例中5例で、4例は行なって

　　　　　いない点死因分析が困難となる。解剖結果

　　　　　は乳児では、ミルクの吸引などによる気道

　　　　　閉塞が、ほとんどを占めていた。

　〔皿〕小児科開業医へのアソケートの結果は、

　（D　乳幼児の突然死に対する経験のあるものは　5例

（2．7％）と少なかった。

　（2）　5例のうち、3例が乳児、あとの2例は3～4歳

児であった。男児が4例、女児1例と男児が多い。

　（3）解剖を行なわなかったものが多い（5例中3例に

も及んでいる）点、死因分析に支障が多い。

　（4）突然死のケースにぽっくり病、肺炎、急性心臓衰

弱、その他の病名をつけているかとの質問に対しては、

1例も解答が得られなかった。

　〔W〕大阪市及び東京都の52保健所での乳児突然死例

は30例であり、そρ調査できた母数乳児数は計107，120

名であるので、約3，500名対1名（0．028％）の頻度とな

る。

　以上の点から・乳幼児の突然死の発生頻度を纂定する

．方式には、保健所における死亡診断魯から保健婦による

訪問調査により分析するのが正確であるが、死亡直前の

症状が明らかでないものが相当数あった点・この 3，500

人対1人の値が正しいか否かは再検討を要すると思われ
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る。この点、愛育病院の如きfollow－upを密に行なっ

ている施設での方法をとるのが正確ではある。

総結論
研究目的

　最近、家庭や集団保育の揚において乳幼児の突然死が

その責任の所在などに関して関心が高まっているが、欧

米先進国ではそれらの研究がなされているのに、我が国

では疫学的調査がほとんどなされていない。

　我が国における乳幼児の突然死の頻度とその内容分析

を行なうのが、本研究のねらいである。

研究方法

　1）健康相談を定期的に行なっている病院について、

乳幼児の突然死の症例を昭和44年～46年の3年間に亘っ

て調査し分析した。　（愛育、日赤中央、日赤産院、聖路

加病院）

　2）臨床小児科医（開業）4工4名につき、本該当児の

有無とそれらの臨床診断名についての意見をきいた。

　3）昭和42年の1年間に大阪、東京両都市1こおける乳

児の突然死例を保健所（52ヵ所）の協力で抽出したもの

を家庭訪問により保健環境、発育歴、死亡時の状況を調

査した。

研究結果

　1）　乳幼児の突然死の発生頻度

　（エ）乳児については、束京都及び大阪府の保健所にお

ける昭和42年の死亡診断轡よりの分析によると生後1カ

月から満1歳までの乳児107，120名中30名（約3，500名対

1名、0．028％）であった。また愛育病院保健指導部来

訪児10，023名（来訪率約90％）のうち、乳児（生後8日

～満1歳）の突然死は7名（約1，250名対1名、’0．08％）

であった。

　（2）乳児については、愛育病院の例では1歳児で約

6，300名対1名（0．016％）2歳児では約4，000名対1名

（0、025％）3～6歳児では突然死の症例がないので不

明であった。

　（3）生後8日目より入学までの乳幼児の突然死の頻度

を算出できるデータはなかった。

　2）　乳幼児の突然死例の分析

　データが判明している愛育病院の．9例と臨床小児科医

の5例、計14例を分析すると、

　（1〉年齢別＝乳児10例（71．4％） と多く、乳児の月齢

は2ヵ月工例、3ヵ月2例、4ヵ月2例、7ヵ月4例、

9ヵ月1例となり、従来の如く2～4ヵ月に多いわけで

もない。

　（2）季節は各季節に分散していて冬に多いわけではな

いo

　（3）性別では男児が圧倒的に多かった。

　　　（14例中男児が10例、女児4例〉

　（4）解剖を行なったものは7例（50％）しかない点、

死因分析が困難となる。解剖結果は乳児では、ミルクの

吸引などによる気道閉塞がほとんどを占めていた。
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